聴くことの大切さ～ターミナル期の患者を支える家族の看護を振り返って～ by 齋藤 加洋子
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Ⅵ．考　察
　私たちは，A氏へのケアとともに妻への対応に
ついて日々カンファレンスにあげた．A氏の様子
で一喜一憂する妻が，落ち着いてA氏に関わるこ
とができるようにサポートしていくことを統一し
て行なっていった．相談相手のいない妻に対して
私たちが妻を受け止め，思いを聴くことができる
状況を作り提供していった．栗原は「強い悲しみ
や無力感など，予期非嘆により惹起される様々な
感情は異常ではないことを伝え，そうした気持ち
や辛さを表出できる場を提供する．“つらさをわ
かってもらえること”がそのつらさに耐えるより
どころとなる」1）と述べている．私たちの一貫し
た関わりが妻が思いを我慢することなくぶつける
場となっていたのではないかと考える．そして，
その場を提供することと繰り返し聴くことで，妻
は落ち着きを取り戻し，Ａ氏の変化を少しずつ受
け入れていくことにつながっていたのではないか
と考える．
　看護師には聴くことしかできなかった無力感が
残った．しかし振り返りにより，Ａ氏や妻のため
にできることを一緒に考えたり妻が落ち着くまで
そばに付き添っているという行動を看護師，医師
も行っていたことが見えてきた．蒲田は「医療を
提供する側も患者さんを取り巻く家族も，本人
も，皆が少しよくなったらと思うことが大事なの
です．治らないことが分かっているからこそ，少
しよくなったらと思いながら皆で工夫をするので
す」2）と述べている．私たちは，よくなりたいと
いうＡ氏妻の思いに心を添わせ皆で同じ方向を向
いて毎日訴えに耳を傾けていた．その関わりが何
より妻の心の支えとなり，Ａ氏が穏やかに最期の
時を迎えるための看護であったと考えた．
Ⅷ．まとめ
1．聴くことができる状況を作り提供することが
妻の思いの表出を促し，拠り所となった
2．状況を提供し続け，繰り返し聴くことが妻の
受け入れの助けとなった
3．同じ思いで心を添わせ聴くことが支えとなっ
た．
　以上の3点から何もできなかったのではなく，
聴くことが患者を支える家族への何よりも必要な
看護であったことに気づいた．
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